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6
総合計画
  体系　

6-1

関係課

政策名

施策名

魅力と個性のある地域づくり 政策財政課

地域活動の推進

総務課 政策財政課

鈴木　國人

施策主管課

施策主管
課長名

地域活動の推進に満足している町民の割合
（増加） 57.3

地域活動に参加している町民の割合
（増加）

％

％

施策評価シート(令和2年度実施施策）

48.1

47.4

１．施策の目的

対象

①町民

②集落（自治区） 意図

①地域活動へ積極的に参加する

②機能が維持される

２．成果指標

単位指標名

②

③

①

④

現状値 令和2年度平成31年度平成30年度

３．指標の分析（成果が向上した、またはしなかった理由）

④

①

③

②

４．課題に対する取組（今年度重点的に取り組んだ課題）

５．次年度の方向性

●重点的に取り組む課題

②

④

①

③

●施策の重点事業

④

③

①

②

新型コロナウイルス感染症の影響により地域活動が制限されたため目標値を下回ったものと考える。

55.1

51

55.1

51

平成29年度

54.9

49

49

平成28年度

49.1

新型コロナウイルス感染症の影響により思うような支援ができなかったことに加え、各種イベント等の中止等もあり前年度を下回ったものと考える。

・集落支援員が各地区を訪問し、集落の状況などを聞き取りし現状把握するとともに、自主防災組織の立上げに向けた話し合いや集落活動の支援、農業
後継者問題等、今後の農業経営について関係者とともに話し合った。
・コロナ禍においてNPO法人などの活動が縮小傾向にあったが、オンラインでの情報共有など新しい試みが生まれるとともに、地域団体、町民を対象と
した視察研修やワークショップを開催するなどの支援を行った。
・新たに3名の地域おこし協力隊員を採用した。

新型コロナウイルス感染症の収束が見通せない状況ではあるが、引き続き担い手となる農家との話し合いや、自主防災組織の立上げについて支援すると
ともに、地域活性化のための人材の発掘・育成に取組む。また、地域おこし協力隊員の採用について、毎年度継続して受け入れる環境の整備を進める。

地域おこし協力隊の継続した受入態勢の構築

地域活動の積極的な参加の推進

地域活性化のための人材の発掘・育成

地域おこし協力隊事業

まちづくり活動支援事業

上段：目標値　下段：実績値

⑤

⑤



６．施策を構成する事務事業

番号 事業通番 事務事業名 令和2年度決算額
(千円)

最終評価結果

事業実施の方向性 成果の方向性

1 4682 自治区長事務 22,202 現状維持継続

2 4923 集落支援・町民活動支援事業 1,044 現状維持継続

3 4927 コミュニティ助成事業助成金交付事務 2,400 評価対象外評価対象外

4 5151 地区集会施設改修事業補助金 604 現状維持継続

5 14613 地域おこし協力隊事業 5,777 拡充改善して継続


